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開会 午前１０時００分 

○議長（阿部 寛治） おはようございます。 

  本日は、全員出席で開議は成立いたします。 

  なお、執行部では栗原会計課長が病気療養のため欠席しております。 

  本日の日程に入ります前に、９月７日に行いました一般質問において、質問内容

を精査するため、最終日まで時間をいただいておりましたので、その報告をさせて

いただきます。 

  発言内容を慎重に検討し、一部文言・字句等の訂正及び取消を行っております。 

  御協力ありがとうございました。 

  以上、一般質問の内容についての報告といたします。 

  それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、タブレットに掲載の議事日程のとおりでございます。 

  これより日程に従い議事を進めます。 

日程第１、議案第３３号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について」を議題といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第３３号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」 

本議案は、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児

又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一部を改正する法

律の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の規定を整備するため、本条例の一部

を改正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正の主な内容は、育児休業の取得回数制限の緩和等が行われることに伴い、規

定の整備を行うものであります。 

  この条例については、令和４年１０月１日から施行されます。 

  当委員会において、慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決

いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 
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  質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第２、議案第３４号「工事請負契約の締結について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

 古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第３４号「工事請負契約の締結について」 

本議案は、同報系防災行政無線親局設備更新工事について、請負契約を締結する

ため、篠栗町議会の議会議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求められたものであります。 

  契約件名 同報系防災行政無線親局設備更新工事 

契約の方法 随意契約 

契約金額 ６,２５１万３,０００円 

契約の相手方 日本電気株式会社 九州支社 支社長 入佐健一 

であります。 

  当委員会において、慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決

いたしております。 

  なお、審査の中で、なぜ随意契約なのかという質問がございました。 

  以上報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 
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  討論はありませんか。 

  ないようですので、討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を、委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって議案第３４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第３、議案第３５号「令和３年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 

  本案は、決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

 栗須委員長。 

○決算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３５号、「令和３年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定について」 

本議案は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定によ

り、令和３年度篠栗町一般会計歳入歳出決算を、監査委員の意見を付けて、議会の

認定を求められたものであります。 

  歳入総額、１３１億８,５０５万９,６５７円、歳出総額、１１５億８,９９９万

８,９１２円、歳入歳出差引額 １５億９,５０６万７４５円です。翌年度へ繰り越

すべき財源は、繰越明許費繰越額、３０万３,０００円、実質収支額は１５億９,４

７５万７,７４５円です。 

  全員出席の決算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては、省

略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  はい、荒牧委員。 

○議員（荒牧 泰範） 委員会は全員出席ではないので、訂正方をお願いいたしたい。 

〇議長（阿部 寛治） はい、了解です。後で検討しておきます。 

  ほかに質疑はございませんか。 

  質疑なしと認めます。 
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  次に、討論を行います。 

討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３５号は、委員長報告のとおり認定されました。 

日程第４、議案第３６号「令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について」を議題といたします。 

  本案を決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○決算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３６号「令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」 

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度篠栗町国民健

康保険特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められた

ものであります。 

  歳入歳出、２７億８,５８３万１,４０９円、歳出総額、２７億８,１８５万６１

９円、歳入歳出差引額 ３９８万７９０円。翌年度へ繰り越すべき財源はありませ

んので、実質収支額は３９８万７９０円。 

  全員出席の決算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては、省

略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

〇議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 
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  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３６号は、委員長報告のとおり認定されました。 

日程第５、議案第３７号「令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○決算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３７号「令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」 

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度篠栗町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められ

たものであります。 

  歳入総額、４億２,６９３万８,７２７円、歳出総額 ４億２,４２６万２,２９５

円、歳入歳出差引額 ２６７万６,４３２円。翌年度へ繰り越すべき財源はありま

せんので、実質収支額は２６７万６,４３２円であります。 

  全員出席の決算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては、省

略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

よって議案第３７号は、委員長報告のとおり認定されました。 

日程第６、議案第３８号「令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会

計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も、決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○決算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３８号「令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」  

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度篠栗町篠栗北

地区産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて、議会の認

定を求められたものであります。 

  歳入総額、１３億７,５３８万２,７７８円、歳出総額 １３億７,５３８万２,７

７８円、歳入歳出差引額 ０円です。 

  令和３年度をもって、特別会計が廃止されていることから、翌年度へ繰越す財源

はございません。 

  全員出席の特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては、省略い

たします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

認定いたしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（阿部 寛治） はい、ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

  ないようですので、討論を終結し、ただいまからは採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

よって、議案第３８号は委員長報告のとおり認定されました。 
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  はい、ここまで聞こえないので、マイクを通していっていただけませんか。 

○議員（荒牧 泰範） 出席者全員賛成という表現だったんですが、欠席者がいたん

ですか。 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成といっていませんか。 

○議員（荒牧 泰範） 出席者。 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成ということは、誰か欠席していましたか。 

  欠席は、ありましたか。 

○議員（荒牧 泰範） いいえ、ないと思います。 

○議長（阿部 寛治） それを、出席者全員賛成といいましたか。 

○議員（荒牧 泰範） たんなる全員賛成でないと、欠席者がいたような表現になる

ので…。 

○議長（阿部 寛治） では、「全員賛成」ということにします。 

日程第７、議案第３９号「令和３年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○決算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３９号「令和３年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いて」 

本議案は、地方公営企業第３２条第２項の規定により、令和３年度篠栗町水道事

業会計決算に伴う剰余金を、処分計算書のとおり処分し、あわせて、同法第３０条

第４項の規定により、令和３年度篠栗町水道事業会計決算について、監査委員の意

見をつけて議会の認定を求められたものであります。 

  地方公営企業会計について、水道事業会計の決算額、収益的収入額、５億９,０

８４万６,２６５円、収益的支出額、５億２,８１２万１,４１５円。資本的収入額 

１億４,３３０万円、資本的支出額、２億７,８２５万９,５７２円であります。 

  全員出席の決算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては、省

略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

〇議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 
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質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

討論ありませんか。 

  ないようですので、討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を、委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３９号は、委員長報告のとおり認定されました。 

日程第８、議案第４０号「令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計剰余金の

処分及び決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○決算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第４０号「令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計剰余金の処分及び

決算の認定について」 

本議案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和３年度篠栗町流域

関連公共下水道事業会計決算に伴う剰余金を、処分計算書のとおり処分し、あわせ

て同法第３０条第４項の規定により、令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会

計決算について、監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められたものでありま

す。 

  地方公営企業会計について、下水道事業会計の決算額、収益的収入額、９億３,

８３７万４,３７８円、収益的支出額、９億２,８７９万３,３２３円。資本的収入

額、３億６,７７９万６,５００円、資本的支出額 ５億４,７０４万２,０５４円で

あります。 

  全員出席の決算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

〇議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 
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質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を、委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４０号は、委員長報告のとおり認定されました。 

日程第９、議案第４１号「令和４年度篠栗町一般会計補正予算（第３号）につい

て」を議題といたします。 

  本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

古屋委員長。 

○予算特別委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第４１号「令和４年度篠栗町一般会計補正予算（第３号）について」 

本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１１億３,４５６万１,０００円を

追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１１９億９,９７２万５,０００円とするも

のであります。 

  歳出における主な事業では、産業団地イベント広場整備工事負担金に９,５００

万円。オアシス篠栗トイレ改修工事に２,９２６万円。地域再エネ導入戦略策定事

業に１,３７１万７,０００円。新型コロナウイルスワクチン接種事業に３,９０１

万９,０００円。学校給食費補助金に８,６９３万５,０００円。 

  主な歳入では、国庫支出金１億８,３３４万４,０００円の増、繰入金５億円の減、 

繰越金１４億４,４７５万７,０００円の増。 

  債務負担行為については、須恵町外二ケ町清掃施設組合負担金、令和４年度から

令和１３年度分、１,３８４万２,０００円を追加するものです。 

  地方債については、臨時財政対策債を１,７１０万１,０００円減額し、１億１,

６５２万６,０００円とするもの、防災対策事業債１,１００万を追加するものであ

ります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 
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  なお、北地区産業団地イベント広場整備費において、進出企業６社の操業開始等

が統一されてない状況で、整備を早急に行う必要性がないと感じ、あわせて企業の

負担がないことから、反対討論がなされております。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、賛成多数にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

討論はありませんか。 

  はい、横山議員、反対討論からですね。 

○議員（横山 和輝） 議席番号３番、横山でございます。 

  一般会計補正予算、歳出の中に、まちづくり課から、工事負担金が予算計上され

ていることに異論があるため反対いたします。 

  本案は、篠栗北地区産業団地内に観光拠点となるための広場、物販店、駐車場を

造成するために、町が工事負担金９,５００万円を計上するものでございます。 

  しかし、説明では、進出が決定している６企業が、いつ完成するか未定であり、

また、６企業との協議も行われておらず、取り決めがない中で、工事を行うことは

明らかな準備不足であり、具体的な話合い、約束事を決めてから行う必要があると

思います。 

  工事負担についても、工事費は全額町が負担し、その後の維持管理費をどうする

かも決めておらず、町の採算面についても「観光拠点の為なので」と、「考えてい

ない」という、まさに常識を逸脱したような、こういった考えは、到底納得出来ま

せん。 

  産業団地開発は既に工事は終了して、２０億円近くの赤字が確定しています。 

  本来であれば、よりシビアな考えを持つことは当然であり、企業が使用するわけ

ですから、工事費を企業にも負担させ、また、物販店を建設し、企業の商品を販売

するため、売上げの一部を町に還元するなり、採算面においても取り決めを行う必

要があると申し上げ、反対いたします。 

〇議長（阿部 寛治） 次に、賛成討論はございませんか。 

  次に、反対討論はございませんか。 
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  ないようですので、討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（阿部 寛治） 賛成多数と認めます。 

  よって、議案第４１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第１０、議案第４２号「令和４年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

 古屋委員長。 

〇予算特別委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第４２号「令和４年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて」 

本議案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ４１１万２,０００円を増額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億７,７３０万円とするものでありま

す。 

  主な内容は、歳出では、保険給付費等交付金償還金３９８万円を増額し、歳入で

は、繰越金３９８万円を増額補正するものであります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

  ないようですので、討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第１１、議案第４３号「令和４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について」を議題といたします。 

  本案は予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

 古屋委員長。 

○予算特別委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第４３号「令和４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついて」 

本議案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ５０６万３,０００円を増額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億５,１３０万７,０００円とするもので

あります。 

  内容は、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金、５０６万３,０００円を増

額し、歳入では、後期高齢者医療保険料滞納繰越分、２３８万８,０００円、前年

度繰越金、２６７万５,０００円を、増額補正するものであります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

討論ありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに、賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第１２、「常任委員会の閉会中の継続調査の件」を議題といたします。 



－ 51 － 

  総務建設・文教厚生、両常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、タブ

レットに掲載の申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設・文教厚生、両常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（阿部 寛治） 異議なしと認めます。 

  よって、総務建設・文教厚生、両常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに決定いたしました。 

  ここで招集日に配付しておりました常任委員会の閉会中の調査結果について、質

疑等があれば受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

  ないようですので、質疑は終わります。 

  次に、お諮りいたします。 

  本会議中、誤読などによる字句・数字等の整理訂正につきましては、会議規則第

４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（阿部 寛治） 異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句・数字等の整理訂正は、議長に委任していただくこ

とに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の日程は全て終了いたしました。 

  ここで、町長、何か発言することがありましたら、許可いたします。 

  はい、三浦町長。 

○町長（三浦 正） 令和４年第３回定例会の閉会に当たりまして、御挨拶申し上げ

ます。 

長期間にわたるご審議誠にありがとうございました。 

  「篠栗町固定資産評価審査委員会委員の選任について」の人事案件２件、「職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」の条例案１件、

「工事請負契約の締結について」１件、令和３年度一般会計、特別会計の決算の認

定について４件、水道事業会計及び流域関連公共下水道事業会計剰余金の処分及び

決算の認定について２件、令和４年度補正予算３件の、上程をいたしました１３議
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案すべてにつきまして可決・承認いただきましたことに感謝申し上げます。 

  令和３年度一般会計の決算は、例年と比べ経常的ではない予定外の歳入の増加や、

新型コロナ感染拡大に伴う諸事業の中止・規模の縮小等があったことから、財政調

整基金への積み増し分も含めた実質単年度収支は、１４億７,３００万円余と大き

く膨らみました。 

  とはいえ、財政課長が決算概要を説明した際に申し上げましたように、歳出面で

は、高齢者、障がい者支援や次世代育成支援など、扶助費は年々増加することが予

想されます。 

  また、人件費や物件費、須恵町外二ケ町清掃施設組合や、粕屋南部消防組合への

繰出金の増加等による、一部事務組合に対する分担金等の等も含め、一般財源にお

ける歳出が増加傾向であることや、個別施設計画に基づく公共施設の大規模改修時

期が迫っていることもあり、歳出の縮減を図る構造的な改革が必要であると考えて

おります。 

  一方、歳入では経済状況の回復などによる地方税の増収が見込まれますが、篠栗

北地区産業団地からの本格的な税収増は令和６年度以降になること、交付税算入が

ある地方債の償還が終了することで、地方交付税が減少することから、一般財源の

確保がさらに難しくなることが予想されるため、今後も単年度の歳入歳出の均衡を

保ち、持続性のある財政運営を行っていくことが重要であると認識しております。 

  また、決算特別委員会の中で御質問のありました、篠栗町水道会計の今後につい

ては、老朽管の取替えと、第一浄水場施設の更新等、長期的事業計画を立て実行に

移していかなければなりません。主な財源は、篠栗北地区産業団地での水道料金の

増加を見込んでおりまして、将来的経費増に対して十分貢献できるものと期待して

おります。 

  今後におきましても、一般会計・特別会計また公営企業会計においても、年度ご

との収支と長期計画をしっかり立てて安定した財政運営に当たりたいと考えており

ます。 

  昨年９月の定例会の開会日に、２０５０年に温室効果ガス（二酸化炭素）実質排

出ゼロを目指す「ゼロカーボンシティの表明」をし、篠栗町の「ゼロカーボンシテ

ィ」に向けた取り組みを推進し始めました。 

  環境省の補助金を活用して、令和４年８月末に篠栗町脱炭素ロードマップ策定の

第１ステップとして、篠栗町におけるゾーニング事業を行い、篠栗町の自然条件、

社会条件を評価し、再生可能エネルギー施設建設の可能なエリアや、立地を開始す
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べきエリア等の区分けを行うゾーニングマップを作成いたしました。 

  令和４年度後半は、篠栗町におけるカーボンニュートラルの目標達成に向けた、

計画的・具体的な事業計画づくりを、補助事業を利用して行い、次年度からいよい

よ公共施設のオンサイトPPAによる電力を蓄電し、非常用電源を安定的に準備する

レジリエンスの強化を目指した具体的な事業を進める予定でございます。 

  議会にしっかり説明しながら、環境省等と連携をとって進めてまいりたいと考え

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  連休後半にも台風１４号が北部九州付近を通過する可能性がございます。大雨に

ならないよう願うところでございますが、今後、気象庁と連携をとり合い、危険が

迫るような場合には町民の皆様へ早めの周知を徹底したいと考えております。 

  最後に、今後とも町職員一丸となって篠栗町の諸課題の解決のために努力してま

いりますので、議員各位におかれましては、引き続き御指導御協力賜りますようお

願い申し上げまして、篠栗町議会令和４年第３回定例会の閉会の挨拶といたします。 

  長期間のご審議誠にありがとうございました。 

○議長（阿部 寛治） 本日の会議を閉じます。 

  これをもちまして、令和４年第３回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１０時４３分 
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